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塩
井
地
区
で
昨
年
、
新
規
就
農
し
た
竹
田
優

哉
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
22
歳
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
10
ａ
ネ
ギ
10
ａ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
20
ａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
自
然
に
左
右
さ
れ
、
ま
た
、
農
作
業

が
短
期
間
に
集
中
し
て
い
て
大
変
厳
し
い
こ
と

が
分
か
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
積
ん
で
一
日
で
も
早
く
自
信
を
つ
け
、
将
来

は
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
、
地
区
内
の
休
耕
地

な
ど
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
様
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
心
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

相
田
市
三
郎
】
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爽やかな汗をかきました爽やかな汗をかきました

斜平山からの風景斜平山からの風景

田植の様子田植の様子

温泉むすめ小野川小町温泉むすめ小野川小町

米沢市社会福祉協議会　根津良伸会長米沢市社会福祉協議会　根津良伸会長 会長のあいさつ会長のあいさつ

取材を受けた様子取材を受けた様子

根津会長に米を手渡す樋渡委員根津会長に米を手渡す樋渡委員贈呈した支援物資贈呈した支援物資

農家ならではの支援物資農家ならではの支援物資
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フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修

に
参
加
し
ま
し
た

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者

の
支
援
を
と
い
う
意
見
が
農
業
委
員
の

中
か
ら
持
ち
上
が
り
、
令
和
３
年
５
月

13
日
と
６
月
10
日
、
米
２
０
０
ｋｇ
を
は

じ
め
ジ
ュ
ー
ス
や
調
味
料
等
、
15
名
の

有
志
が
支
援
物
資
を
持
ち
寄
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
食
料
品
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
相
談
に
訪
れ
た
生
活
困
窮
者
と

山
大
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
っ
て
い

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
と
お
し
て
、
大

学
生
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ー
ド
ド

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
有
志
に
よ
る
食
料
提
供
支
援

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
有
志
に
よ
る
食
料
提
供
支
援

地域かわら版地域かわら版

　

令
和
３
年
３
月
31
日
で
完
了
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
に

向
け
、
地
域
で
の
話
し
合
い
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
養
成
研
修
会
が
県
農
業

会
議
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
沢
市
か
ら
は
女
性
農
業
委
員
の

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
令
和
３

年
３
月
16
日
に
第
１
回
目
が
開
催
さ

れ
、
４
月
に
２
回
目
、
３
～
５
回
目

は
リ
モ
ー
ト
研
修
と
い
う
形
で
７
月

30
日
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
話
し
合
い
で
発
言
を
引

き
出
す
た
め
に
は
、
会
場
の
雰
囲
気

づ
く
り
に
始
ま
り
、
出
さ
れ
た
意
見

を
み
ん
な
で
考
え
、
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
た
め
の
手
法
を
学

び
、
今
後
の

地
域
に
お
け

る
農
業
者
と

の
話
し
合
い

の
場
で
役
立

て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

【
農
業
委
員

 

樋
渡
由
美
】

　

６
月
３
日
（
木
）
雨
の
心
配

を
よ
そ
に
み
ご
と
な
晴
天
の

下
、
爽
や
か
な
風
を
受
け
、
健

康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事

業
「
斜
平
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

が
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
、
地
元
の
方
の

ご
案
内
に
て
総
勢
20
名
で
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

米
沢
産
の
美
味
し
い
お
米

や
観
光
地
米
沢
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
農
業
体
験
を
通

し
て
都
市
住
民
と
地
元
住
民

が
交
流
す
る
目
的
で
平
成
18

年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
米
づ
く
り
体
験
事

業
」
も
今
年
で
15
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

「
斜
平
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」参
加
し
ま
し
た

「
斜
平
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」参
加
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ

　
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
平
均
年
齢
は
な
ん
と
71·

３
歳
。

　

愛
宕
神
社
に
て
参
拝
を
済
ま
せ
て
出
発
。
ま
ず
は
奥

の
院
ま
で
、楽
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
笹
野
山
テ
レ
ビ
搭
を
目
指
し
峰
の
道
を
歩
き

ま
す
。
斜
平
山
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
６
３
４
ｍ
）
か
ら
は

雪
を
抱
い
た
飯
豊
連
峰
、
蔵
王
・
朝
日
・
月
山
・
吾
妻

が
一
望
で
き
、
米
沢
市
内
は
田
植
え
が
終
わ
り
、
水
を

張
っ
た
美
し
い
水
田
の
景
色
が
見
事
で
し
た
。
テ
レ
ビ

搭
に
て
昼
食
休
憩
し
下
山
は
兜
山
を
横
目
に
見
な
が
ら

笹
野
観
音
に
向
か
い
約
四
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
無

事
に
全
員
完
歩
し
ま
し
た
。

　

山
に
は
遅
い
春
の
山
菜
、

ア
ザ
ミ
な
ど
の
初
夏
の
花
、

早
い
夏
を
感
じ
た
一
日
で
し

た
。

　

参
加
者
さ
れ
た
皆
さ
ま
は

健
康
長
寿
そ
の
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】

ラ
イ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
大
学
生
か
ら
は
、「
ア
ル
バ
イ
ト

が
減
り
、
多
く
の
学
生
が
こ
の
１
年
間

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
苦
労
を
し
て
い
る
の

で
、
支
援
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
コ
ロ

ナ
禍
で
大
学
生
だ
け
で
な
く
皆
さ
ん
が

苦
し
い
中
、
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
始
ま
り
も
う
少
し
の
辛
抱

か
と
思
い
ま
す
が
、
弱
い
も
の
が
辛
い

思
い
を
し
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒

に
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
各
家
庭
で
使

い
切
れ
な
い
未
使
用
食
品
を
持
ち
寄
り
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
生
活
困
窮
者
な
ど

必
要
と
し
て
い
る
人
や
地
域
の
福
祉
施

設
・
団
体
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
で
す
。

　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

樋
渡
由
美
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

22
︱
５
１
１
１

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は

　　  

農
業
農
業
××
観
光
観
光
××
教
育
教
育
の
融
合

の
融
合

　

今
年
は
米
沢
市
内
在
住
者
に
限
定
し
、
去
る
５
月

30
日
に
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
望
台
の

高
い
所
か
ら
丁
度
よ
く
見
え
る
よ
う
、
遠
近
法
処
理

を
施
し
た
図
面
を
基
に
図
柄
の
輪
郭
を
出
す
た
め
の

座
標
点
を
計
算
し
た
後
、
型
ど

り
作
業
し
て
よ
う
や
く
植
え
付

け
に
な
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、

26
点
の
公
募
か
ら
全
国
の
温
泉

む
す
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
小
野
川
小

町
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

植
え
付
け
直
後
に
は
見
え
な

か
っ
た
柄
は
、
生
育
し
て
い
く
に
つ
れ
浮
か
び
上
が

り
、
色
づ
い
て
い
く
様
は
美
し
く
、
自
然
と
ア
ー
ト

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
農
業
、
観
光
、
教
育
に
関
係

す
る
団
体
が
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
米
沢
の
発
展
に

繋
が
る
大
切
な
事
業
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
晃
子
】
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農政課、森林農村整備課からのお知らせ
米沢市では令和３年４月から組織や担当窓口の一部変更を行いました。

各担当の主な業務及び補助金については以下のとおりです。なお詳細は各担当へお気軽にご相談ください。

▪農政課（本庁舎２階６番窓口）
▪農政担当　　　（内線4305 ～ 4307）
▪農産担当　　　（内線4301 ～ 4303）
▪米沢牛振興室畜産担当（内線4300 ～ 4301）

▪青果物地方卸売市場　（内線4304）
▪森林農村整備課（本庁舎２階７番窓口）
▪林業振興担当　（内線4401 ～ 4404）
▪農村振興担当　（内線4405 ～ 4406）

■農政課■

窓
口
案
内

■森林農村整備課■

担  当 主な業務 主な補助金

農政担当

担い手育成に関すること
認定農業者に関すること
農業振興地域整備計画に関すること
６次産業に関すること
農山村交流に関すること
内水面漁業振興に関すること

未来を拓く農業支援事業
（令和３年度予算　450万円）
新規作物の導入や新商品開発に掛かる経費、販売促進を目的とし
たチラシやホームページ作成に掛かる経費、ドローンやアシスト
スーツなどの先端技術を導入する経費を支援します。

【補助率：事業費の1/2（上限100万円または50万円）】

農産担当

水田農業全般に関すること
園芸作物の振興に関すること
新規就農者に関すること
農業災害などに関すること
環境保全型農業に関すること

園芸生産振興事業
（令和３年度予算　500万円）
水稲との複合経営化等による園芸作物の規模拡大や冬期間の園芸
作物生産に取組む方がパイプハウス又は雨よけ施設などを導入す
る経費を支援します。

【補助率：事業費の1/3以内（上限100万円）】

畜産担当

畜産振興に関すること
吾妻山ろく放牧場に関すること
米沢市食肉センターに関すること
田沢採草地に関すること

畜産経営支援事業
（令和３年度予算140万円：本年度は予算額に達しました）
自給飼料の生産規模拡大に必要な機械の導入などを支援します。

【補助率：事業費の1/3 相当する額（上限30万円）】
畜産事業の生産性の向上や効率化を図るための環境整備襲などを
支援します。

【補助率：事業費の1/3 相当する額（上限20万円）】

青果市場 青果市場に関すること

担  当 主な業務 主な補助金

林業振興

担当

森林整備事業に関すること
地元産木材の利用に関すること
森林病害虫等の防除に関すること
林道、森林公園等の林業施設の管理
に関すること
森林経営管理制度に関すること

地産木材使用住宅等建築奨励事業費補助金
（令和３年度予算　180万円）
　自ら居住する住宅等を市内の木材で建築し、木材費用が30万
円を超えるものに対しその費用を補助します。

【補助率　地元産木材購入費用の1/2以内（上限地産木材使用率
100％ 20万円、それ以外15万円）】

農村振興

担当

土地改良事業に関すること
農道、農業用ため池に関すること
多面的機能支払交付金に関すること
有害鳥獣対策に関すること

農業用水施設整備補修事業費補助金
（令和３年度予算90万円：本年度は予算額に達しました）
農業用施設の整備補修費が15万円を超えるものに対しその費用
を補助します。

【補助率　整備補修費の1/3以内】
鳥獣害防除対策推進事業費補助金

（令和3年度予算390万円：本年度は予算額に達しました）
　鳥獣による農作物被害防止を図るため侵入防止柵、電気柵等を
設置するものに対しその費用を補助します。

【電気柵（電線式）及び侵入防止柵の設置費の1/2上限6万円】



２階フロア２階フロア
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新
庁
舎
は
、
耐
震
強
度
が
不

足
し
て
い
た
旧
庁
舎
に
代
わ
っ

て
、「
安
全
・
安
心
で
誰
も
が

利
用
し
や
す
く
経
済
的
な
庁

舎
」
を
目
指
し
設
計
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
に
強
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
、
全

て
の
人
に
と
っ
て
優
し
く
使
い

や
す
い
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
旧
庁
舎
解
体
に
伴
う

工
事
の
た
め
、
市
役
所
敷
地
へ

の
出
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
役
所
に
お
越
し
の
際
は
、

左
図
の
矢
印
で
示
す
出
入
口
を

御
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
住
宅
を
建
て
る

◦
農
業
用
施
設
を
建
て
る
（
条
件
に
よ

り
届
出
の
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◦
資
材
置
き
場
や
建
設
残
土
捨
て
場
に

す
る

◦
樹
木
を
植
林
す
る

◦
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

　

な
ど

　

農
地
を
農
地
以
外
の

も
の
に
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
面
積
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
、
事
前

に
農
地
法
第
４
条
ま
た

は
農
地
法
第
５
条
の
規

定
に
よ
る
農
地
転
用
許

可
が
必
要
で
す
。

　

必
要
な
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
処
罰
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

農
地
区
分
に
よ
っ
て
は
、
転
用
で
き

な
い
目
的
が
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
や

工
事
を
す
る
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局　

８
番
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
２
２
︱
５
１
１
１

　
　

      

（
内
線
５
６
０
３
～
５
６
０
４
）

 農地でお困りの際は、農業委員会事務局へお問い合わせください。
８番窓口  ℡22-5111（内線5603 ～ 5604）

　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公

的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
発
行
す
る

農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
「
週
刊
」
と
い
う
一
週
間
の
時

間
を
生
か
し
、
情
報
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
47
都
道
府
県
に

あ
る
支
局
の
県
版
・
地
方
版
の
充

実
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
で
特
徴

あ
る
明
る
い
話
題
や
地
域
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
購
読

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。【

お
申
込
み
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

 

℡
２
２
︱
５
１
１
１
（
内
線
５
６
０
２
）

＊
月
４
回
金
曜
日
発
行

＊
購
読
料
：
月
７
０
０
円

 　
　
　
　

[

送
料
、
税
込
み]

農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

新
庁
舎
が
完
成

新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

し
ま
し
た

 

総
務
省
家
計
調
査
よ
る
と
、
国
民
年
金
の
支
給
額
は
月
額
最
高
６
万
５
千
円
、
夫
婦
２

人
で
月
額
約
13
万
円
で
す
。
一
方
、高
齢
農
家
世
帯
（
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
夫
婦
２
人
）

の
家
計
費
は
、
月
額
約
24
万
円
が
必
要
と
さ
れ
、
月
額
10
万
円
以
上
が
不
足
し
ま
す
。
農

業
者
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
不
足
分
を
し
っ
か
り
カ
バ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
担
い
手
に
は
、
手
厚
い
政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補
償
）
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会
事
務
局　

℡
２
２
︱
５
１
１
１
（
内
線
５
６
０
２
）

【
政
策
支
援
】

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
等
の
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
要
件
に
加
え
、

　

①
39
歳
ま
で
に
加
入　
　

②
農
業
所
得
が
９
０
０
万
円
以
下

　

③
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
等
（
左
表
）
を
満
た
せ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
政
策
支
援
加
入
で
将
来
の
安
心
を
！

農
業
者
年
金
の
政
策
支
援
加
入
で
将
来
の
安
心
を
！

区分 必要な要件
国庫補助額

35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円
（５割）

6,000円
（３割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円
（５割）

6,000円
（３割）

３
区分１又は２の者と家族経営協定
を締結し経営に参画している配偶
者または後継者

10,000円
（５割）

6,000円
（３割）

４
認定農業者または青色申告者のい
ずれか一方を満たす者で、３年以内
に両方を満たすことを約束した者

6,000円
（３割）

4,000円
（２割）

５
35歳まで（25歳未満の場合は10
年以内）に区分１の者となること
を約束した後継者

6,000円
（３割） ―

●政策支援を受けられる期間は最長20年間です。（35歳以上
の支援は最長で10年間）

●国庫補助を受けている間の保険料は月額２万円（国庫補助
額を含む）で固定され、加入者が負担する保険料は、２万
円から国庫補助額を差し引いた額になります。

●国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は通常の保険料に
なります。（月額２万円～６万７千円の間で千円単位で選べ、
変更も自由です。）

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

相
談
室
相
談
室
相
談
室
相
談
室応

接
室

204
会議室

納
税
課

税
務
課

税
務
課

米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

商
工
課観

光
課

農
政
課

松
川
堰
組
合

森
林
農
村
整
備
課

農
業
委
員
会
事
務
局

土
木
課

都
市
計
画
課

建
築
住
宅
課

203
会議室

202
会議室

201
会議室

応
接
室

通路・待合ロビー

２階

農業委員会事務局は８番窓口です。



事
務
局
職
員
の
異
動

農業と地域と人をつなぐ農業と地域と人をつなぐ
「のまど」なマルシェ「のまど」なマルシェ
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広
報
委
員
長
と
し
て
５
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
農
業
委
員
会
の
活
動
や
地

域
の
様
々
な
状
況
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
為
に
な
る
よ
う
な
広
報
誌

を
目
指
し
、
広
報
委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
広
報
委
員
長　

我
彦
正
福
】

転
　
入

 

▪
農
地
担
当　

農
地
主
査

　

宮
原　
　

功　
（
旧
こ
ど
も
課
よ
り
）

 

▪
農
地
担
当　

主
任

　

杉
本　

要
子
（
市
民
課
よ
り
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

昇
　
任

 

▪
事
務
局
長
補
佐
兼
農
政
振
興
主
査

　

相
田　

悦
志
（
農
地
主
査
よ
り
）

転
　
出

 

▪
事
務
局
長
補
佐
兼
農
政
振
興
主
査

　

目
崎　

秀
也
（
森
林
農
村
整
備
課
長
へ
昇
任
）

 

▪
農
地
担
当　

主
査

　

永
峯　

明
美
（
都
市
計
画
課
へ
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
　

広報「農委よねざわ」106号
発行日　令和３年９月1日

発　行  米沢市農業委員会
　　　  〒992-8501　米沢市金池５–２–25
　　　  ☎0238-22-5111（内線5602）
　　　  E-mail：noui@city.yonezawa.yamagata.jp
委員長  我彦　正福
委　員  佐藤　利夫　田代　曻一　佐藤　孝義
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昨
年
の
８
月
か
ら
月
１
回
開
催
し
て
い

る
「
の
ま
ど
」
な
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

女
性
の
農
業
委
員
の
活
動
と
し
て
、
主

に
食
育
活
動
や
婚
活
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
新
規
就
農
者
や
女
性
の
農

業
者
の
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
合
意
形
成
型

の
話
し
合
い
の
手
法
を
学
ぶ

機
会
（
農
業
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
研
修
会
）
が
あ
り
、
実

践
練
習
を
兼
ね
て
「
住
み
や

す
い
米
沢
を
農
と
食
か
ら
考

え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
農
業
者
と
地
域
の

方
々
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
交
流
の
機
会
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
と
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
話
だ
け
で
は
何
も
始

ま
ら
な
い
、
ま
ず
出
来
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
機
運
が

高
ま
り
、
発
案
か
ら
一
週
間
後

に
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

名
前
は
『
時
間
や
場
所
に
と

ら
わ
れ
ず
、
自
由
自
在
に
臨
機

応
変
に
自
然
体
で
楽
し
み
な
が

ら
働
く
、
暮
ら
す
』
と
い
う
思

い
を
込
め
て
「
の
ま
ど
」
な
マ
ル
シ
ェ
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

出
店
の
声
掛
け

に
新
規
就
農
者
や

ベ
テ
ラ
ン
農
業
者
、

食
の
プ
ロ
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
似
顔

絵
師
、
雑
貨
屋
さ

ん
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
み
な
さ
ん
が
賛
同

し
て
下
さ
り
、
更
に
は
大

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
買
っ
て
出
て
く

れ
ま
し
た
。
時
間
が
な
い

中
で
の
準
備
で
し
た
が
、

S
N

S

や
チ
ラ
シ
な
ど
を

使
っ
て
情
報
を
発
信
し
、

当
日
は
感
染
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
し
た
上
で
、
旬

の
農
産
物
や
加
工
品
、
野

菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

旬
ラ
ン
チ
、
手
作
り
の
小

物
な
ど
用
意
し
、
沢
山
の

お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ

と
は
、
農
業
者
と
地
域

の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
が
求

め
て
い
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
農
業
者
だ
け
で
考

え
て
も
新
し
い
発
想
は

な
か
な
か
出
て
き
ま
せ

ん
。
地
域
の
方
々
は
農

業
者
と
出
逢
い
た
く
て

も
な
か
な
か
接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
の

ま
ど
」
な
マ
ル
シ
ェ
と
い
う
交
流
の
場
を

通
し
て
お
互
い
が
自
然
体
で
集
う
こ
と

で
、
農
業
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い

く
た
め
の
礎
を
築
け
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
新
規
就
農
者
や

農
業
女
子
の
販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
を
中

心
に
、
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
【
米
沢
市
農
業
委
員　

鈴
木
晃
子
】

※
開
催
場
所
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
イ
ベ

　

ン
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記
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